
40,000 人の観客を魅了した打ち上げ花火

を
溶
鉱
炉
で
溶
か
し
、
そ
こ
か

ら
で
き
る
ス
ラ
グ（
ご
み
を
１
，

３
０
０
℃
以
上
の
ガ
ス
化
溶
融

炉
で
、
溶
か
し
た
後
に
で
き
る

ガ
ラ
ス
質
の
固
化
物
）
を
建
設

資
材
等
に
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
清
掃
セ
ン
タ
ー
隣

に
は
、
ご
み
発
電
（
ご
み
の
焼

却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
）
を

利
用
し
た
串
良
温
泉
セ
ン
タ
ー

を
建
設
中
。
加
え
て
、
こ
の
ご

み
発
電
で
あ
ま
っ
た
電
気
は
電

力
会
社
に
売
電
す
る
な
ど
、
資

源
を
循
環
さ
せ
る
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　

温
泉
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
建
物

内
に
は
、
環
境
教
育
の
拠
点
施

設
と
し
て
学
習
ふ
れ
あ
い
施
設

も
整
備
中
で
、
い
ず
れ
も
4
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

肝
属
地
区
一
般
廃
棄
物
処
理

組
合

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
３
３
１

　

建
設
が
進
む
（
仮
称
）
肝
属

地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
鹿
屋

市
を
は
じ
め
と
す
る
肝
属
地
区

2
市
（
鹿
屋
市
・
垂
水
市
）
４

町
（
肝
付
町
・
東
串
良
町
・
錦

江
町
・
南
大
隅
町
）
が
、
平
成

11
年
度
か
ら
建
設
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
事
業
で
、
平
成

18
年
４
月
か
ら
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

１
日
あ
た
り
１
２
８
ト
ン
の

家
庭
ご
み
を
処
理
す
る
熱
処
理

施
設
と
、
１
日
あ
た
り
17
・
１

ト
ン
の
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み

を
破
砕
・
選
別
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
施
設
で

す
。

　

施
設
の
工
事
は
、
現
在
、
95
％

程
度
ま
で
完
成
し
て
お
り
、
平

成
20
年
４
月
か
ら
資
源
物
を
除

く
す
べ
て
の
ご
み
が
処
理
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
ご

み
の
処
理
方
法
は
、
従
来
の
ご

み
の
焼
却
、
埋
め
立
て
と
い
う

処
理
方
法
と
は
異
な
り
、
ご
み

建設が進む新しいごみ焼却施設（仮称）肝属地区清掃センター

新しいごみ焼却施設

（仮称）肝属地区清掃センターが
稼動します

　

だ
さ
い
。

※
1
通
に
複
数
の
愛
称
が
記
入

　

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
無
効

　

と
な
り
ま
す
。

○
応
募
方
法

　

 

応
募
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
愛
称

（
ふ
り
が
な
）、
そ
の
簡
単
な

説
明
を
記
入
し
、直
接
持
参
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
応
募
は
受
け
付
け

　

ま
せ
ん
。

※ 

応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
ほ
か
、
本
庁
、
各
総

　

串
良
町
下
小
原
に
建
設
中

で
、
平
成
20
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
串
良
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

 

本
市
に
在
住
す
る
人
又
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

○
愛
称
の
条
件

①
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢

　

字
、
英
数
字
の
制
限
や
字
数

　

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限

　

り
ま
す
。

③
１
人
で
何
点
で
も
応
募
で
き

　

ま
す
が
、
応
募
１
通
に
つ
き

　

1
点
の
愛
称
を
記
入
し
て
く

　

入
選
＝
５
人

　

 

入
浴
回
数
券（
11
枚
つ
づ
り
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３
─１
６
９
２

　

鹿
屋
市
串
良
町
岡
崎
２
０
５
９

　

串
良
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
９
４
─63
─３
１
１
１

　

℻  
０
９
９
４
─63
─５
５
６
５

合
支
所
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。

○
応
募
の
際
の
留
意
事
項

① 

採
用
作
品
の
権
利
は
、
鹿
屋

市
に
帰
属
し
ま
す
。

② 

採
用
作
品
の
使
用
に
あ
た
っ

て
は
、
変
更
を
加
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

③ 

採
用
作
品
が
応
募
多
数
等
の

場
合
は
抽
選
の
う
え
、
採
用

者
を
決
定
し
ま
す
。

○ 

応
募
期
間
＝
10
月
15
日（
月
）

〜
11
月
14
日
（
水
）

○
賞

　

名
付
親
大
賞
＝
１
人

　

入
浴
会
員
券（
１
年
間
有
効
）

温泉センターの完成予定図

串
良
温
泉
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

■敷地面積 約 76,000 ㎡

■施設の延べ面積 15,344.5 ㎡

■施設の階数 地下１階、地上５階

■施設の規模

　○熱処理（回収）施設

　　１日　128 トン（64トン×２炉） 処理

　○リサイクルセンター

　　１日　17.1 トン処理

■その他

　○余熱利用施設 （串良温泉センター）

　　延べ面積 1,365 ㎡

　○リサイクル工房 （環境教育学習室）

　　延べ面積 995 ㎡

（仮称）肝属地区清掃センターの概要

国道2
20号線

国道2
20号線

国道2
20号線

国道220号線（バイパス）

笠野交差点

学校給食
センター

農免道路

電器店

至 肝付

至 市街地

至 新川

串良総合支所

串良商業
至 東串良

温
泉
の
泉
質

　

 

ナ
ト
リ
ウ
ム

－
塩

化
物
・
炭
酸
水
素

塩
温
泉

温
泉
の
効
能

　

 

き
り
き
ず
・
や
け

ど
・
婦
人
病

　

現
在
、
鹿
屋
市
串
良
町
下
小
原
で
建
設
を
進
め
て
い
る
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
「（
仮
称
）

　

現
在
、
鹿
屋
市
串
良
町
下
小
原
で
建
設
を
進
め
て
い
る
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
「（
仮
称
）

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平
成

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
は
、
平
成
2020
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

年
４
月
か
ら
本
格
的
に
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

　

同
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
は
、
家
庭
の
ご
み
を
熱
処
理
す
る
施
設
と
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
を

　

同
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
は
、
家
庭
の
ご
み
を
熱
処
理
す
る
施
設
と
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
を

破
砕
・
選
別
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
は
資
源
物
を
除
く

破
砕
・
選
別
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
は
資
源
物
を
除
く

す
べ
て
の
ご
み
が
こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

す
べ
て
の
ご
み
が
こ
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地　　区 直接搬入開始時期

吾平地区 平成 19 年 12 月 10 日～

鹿屋・串良地区
平成 20 年４月１日～

輝北地区

表①   （仮称）肝属地区清掃センターへの
直接搬入開始時期

※ 資源物を除く家庭系ごみを、（仮称）肝属地区
清掃センターに直接搬入する時期は、表①の
とおりです。それまでは、現在のごみ処理場
に搬入してください。
※ なお、吾平地区は、試験運転のため、搬入時
期が他の地区と異なりますので、ご注意くだ
さい。
※ 試験運転期間
　平成 19 年 12 月 10 日～平成 20 年３月 31 日
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